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第 1 章は序説であり 本書の基本的な視点、について述べ，これまでに行われた企業理論の改訂の試
みについて，株式価値最大化目標を中心として略述している。
第 2 章はわが国の企業の経済行動に関する包括的な数量分析である。 1959年から 1970年に至る個別





第 2 章で検討された諸側面は，第 3 章以後の各章の分析視点を与えている。この中の企業規模の問


































(註) If"現代企業理論の展開(田) ..0専修大学経済学論集 Vo l. 14, No. 1 , 1978. 
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論文の審査結果の要旨
本論文は伝統的新古典派企業理論に代る企業理論を模索する視点からなされたわが国企業行動の実
証分析である。
学説史的展開を的確に跡付けつつ明確な理論的枠組の中で丹念に収集・加工されたデータに基づい
て，わが国企業行動が多面的に分析されており，経済学博士の学位に十分値すると判定する。
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